
＜２０２５年度修学旅⾏研究会開催報告＞  

日 時︓２０２５年 11 月１８日(火)       場 所︓名古屋都市センター会議室 

発表校︓蒲郡市⽴⻄浦中学校  

テーマ︓「いのち輝く未来社会」に向けて、 主体的に⾏動できる修学旅⾏  

     〜SDGs や多⽂化共⽣を学ぶ〜 

【修学旅⾏のねらい】 

(1) 大阪万博を⾒学することで、「いのち輝く 未来社会」を意識し、ＳＤＧｓや多⽂化共⽣について⾒解を広げ 

  る。 

(2) 規則正しい集団⽣活を通して、望ましい⽣活習慣、保健・安全について学ぶとともに、集団⽣活の楽しさを味 

  わう。 

(3) 準備や当日の旅⾏を通して、⾃主的で計画的な学習態度を育てるとともに、仲間と協⼒する大切さを学ぶ。  

【重点を置いた活動】 

 (1) 主体性と協働性を⽣かした活動（修学旅⾏実⾏委員を中⼼とした組織・班活動） 

 (2) かかわり合い活動（当事者意識・相⼿意識・⾃⼰決定） 

【事前学習】 

  (1) １年時  

     修学旅⾏先は東京と大阪のどちらがよいかを、⽣徒の希望を取り検討した。大阪⽅⾯に⾏くことを決めた後は、 

  大阪には万博の他にどんなところがあるのか、何が学べるのかについての調べ学習に取り組んだ。 

  (2) ２年時 

   万博とは何かについて、万博協会が作成した無料の資料をもとに、万博の歴史や意義、SDGｓ等を考える授業を 

   複数回⾏った。大阪・関⻄万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」について考えた。 

【修学旅⾏の日程】 

  １日目 学校⇒大阪城公園⇒学級分散(道頓堀クルーズ・サンタマリア号乗船)⇒海遊館⇒夕食⇒ホテル 

  ２日目  ホテル⇒大阪万博⇒夕食⇒ホテル 

  ３日目  ホテル⇒ユニバーサルスタジオジャパン⇒学校           （※移動は全⾏程バス） 

【当日の活動】 

  (1) １日目   

   ・ あいにくの⾬。昼食を兼ねての大阪城公園散策は中⽌。大阪城を⾒ながらバスの中での昼食となった。学級分散 

  の時間を十分にとれるように予定より早めに大阪城を出て、学級分散のコースへと移動した。 

 ・ バス１台なので、途中道頓堀で１学級下⾞。町中の混雑する交通事情の中での下⾞ではあったが、とてもスムー 

  ズにできた。２学級とも、⾬の中での船旅ではあったものの、道頓堀・大阪湾の風景を堪能した。 

 ・ 海遊館での班活動は、協⼒しながらルール・時間を意識して観覧できた。⽔槽のスケールの大きさ、⿂の種類の 

  多さに感動していた。 

 (2) ２日目 

    宿泊地が万博会場から近かったため、団体専用受付の先頭に並ぶことができた。個々で、班に１台の携帯（万博ア 

 プリインストール済）を配付。会場前に登録・利用の仕⽅を旅⾏社からレクチャーを受ける。事前に班ごとに計画し 

 た⾏程に従い、パビリオンへ移動開始した。予約のいるところについては、携帯を渡されてからのわずかな時間を⾒ 

 つけては、予約にチャレンジしていた。成功した班もあれば、予約できずに変更を余儀なくされている班もあった。 

 (3) ３日目 

     ２泊したホテルを出て USJ に出発。忘れ物が無いか確認した職員から、部屋に用意されたメモ用紙に、ホテルの

⼈たちへの感謝の⾔葉を書き残していたという、うれしいお知らせが届いた。⽣徒たちの⼼の成⻑を感じた場⾯であ 



 った。USJ でも同様に、班に渡されたスマートフォンが活躍した。事前の計画に従って、アトラクション、買い物、

食事等を楽しむことができた。 

【事後学習】 

  事後学習では、主に振り返りと修学旅⾏のレポート作成を⾏った。スローガン「たこやき」のそれぞれの項目に沿 

 って、達成度を⾃分の⾔葉で振り返ったり、修学旅⾏全体を通して、仲間の頑張りなどを⾒つけ、記⼊したりした。 

 修学旅⾏後のホームルームや授業では、学年スタッフから⽣徒たちへの頑張りを伝えたり、思い出を共に振り返った 

 りした。学年通信等で⽣徒たちの様⼦や振り返りなどを保護者の⽅にも⾒ていただけるよう、共有した。 

【終わりに】 

   万博へ⾏けたことは、⼀⽣に⼀度の貴重な経験であった。経験したことのないような⼈の多さの中、臨機応変に、 

  柔軟にプランを変更して対応する⼒が⾝についた。また、暑さや思い通りに⾏かない中、仲間を思いやり、もめるこ 

  ともなく、はぐれず、全員が予定時刻に間に合って集合できたことが、大きな成⻑であった。 
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●
学
校
紹
介

昭
和
二
二
（
１
９
４
７
）
年
に
、６
・
３
制
学
制
改
革
に
伴
っ

て
、
愛
知
縣
宝
飯
郡
西
浦
町
立
西
浦
中
學
校
と
し
て
創
立
。

校
訓
は
「
愛
と
耐
」
で
、「
豊
か
な
心　

確
か
な
学
力　

た
く

ま
し
い
体
」
の
３
つ
を
柱
と
し
、
あ
た
た
か
さ
と
た
く
ま
し
さ

の
あ
る
西
中
生
の
育
成
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
日
々
の
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
校
訓
「
愛
と
耐
」
の
本
来
の

意
味
に
加
え
、「
出
会
い　

ふ
れ
あ
い　

語
り
合
い　

認
め
合

い
」「
や
り
た
い　

な
り
た
い　

か
な
え
た
い
」
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
言
葉
と
し
て
、
生
徒
に
意
識
さ
せ
て
い
る
。

本
校
は
今
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
、
次
年
度
よ
り
「
西

浦
学
園
」
と
し
て
小
中
学
生
が
同
一
校
舎
に
て
生
活
を
す
る
形

の
義
務
教
育
学
校
と
な
る
。
校
舎
は
現
在
、
西
浦
小
学
校
の
運

動
場
に
建
設
中
。
４
月
の
年
度
当
初
に
は
校
舎
が
完
成
し
な
い

た
め
、
現
在
の
小
中
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
な
が
ら
分
離
型
で

の
開
校
と
な
り
、
９
月
か
ら
新
校
舎
で
生
活
を
す
る
。

愛
知
県
　  

蒲
郡
市
立
西
浦
中
学
校

教
育
旅
行
研
究

学校外観

School Data

【創 立 年】昭和 22（1947）年
【所 在 地】愛知県蒲郡市西浦町原山１‒24
【教育目標】�「愛と耐」　豊かな心　 

確かな学力　たくましい体
【全校生徒】109 名
【教 職 員】32 名（補助員、支援員等含）

「いのち輝く未来社会」に向けて、
主体的に行動できる修学旅行
～SDGsや多文化共生を学ぶ～

校長　小澤　良充

●
●
●
●
●

旅 行 先
時　　 期
参加生徒数
引 率 者 数
日 程 概 要

大阪府
令和７（2025）年６月３日（火）～６月５日（木）　２泊３日
３年生　39名
７名

【１日目】�学校 ⇒ 大阪城公園 ⇒ 学級分散（道頓堀クルーズ・サンタマリア号乗船） ⇒ 海遊館  
⇒ 夕食（レストラン ワールドビュッフェ） ⇒ ホテル

【２日目】ホテル ⇒ 大阪・関西万博 ⇒ 夕食（ぼてぢゅう本店） ⇒ ホテル
【３日目】ホテル ⇒ ユニバーサルスタジオジャパン ⇒ 学校
（※移動は全行程バス）

実施要項
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は
じ
め
に

●	

交
通
手
段
に
つ
い
て

本
校
の
修
学
旅
行
は
、
生
徒
数
の
減
少
や
公
共

交
通
機
関
の
利
用
し
に
く
さ
が
あ
る
た
め
、
こ
こ

数
年
学
校
発
着
が
可
能
な
全
行
程
バ
ス
を
基
本
と

し
て
計
画
を
し
て
い
る
。今
年
度
は
、生
徒
39
名
、

引
率
者
７
名
の
計
46
名
の
参
加
で
あ
る
。
学
級
数

は
、
２
学
級
（
蒲
郡
市
の
教
育
支
援
施
策
で
全
学

年
35
人
学
級
を
実
施
し
て
い
る
）
で
は
あ
る
が
、

バ
ス
１
台
で
計
画
を
進
め
た
。
業
者
選
定
の
折

に
、
２
台
の
場
合
と
１
台
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

見
積
も
り
を
取
っ
て
検
討
し
た
。
検
討
課
題
は
、

１
台
に
な
る
こ
と
の
リ
ス
ク
（
学
級
経
営
上
の
課

題
、
学
級
分
散
の
制
約
等
）
と
２
台
の
場
合
の
旅

行
代
金
高
騰
と
を
比
較
検
討
し
、
１
台
と
し
た
。

そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
修
学
旅
行
代
金
は

５
万
６
千
円
程
度
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●	

修
学
旅
行
行
き
先
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
年
や
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
に
お

い
て
、
行
き
先
を
変
更
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
も
の

の
、
修
学
旅
行
は
関
東
方
面
に
行
く
こ
と
が
前
提

と
し
て
、
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
た
。
修
学
旅
行

の
業
者
選
定
の
た
め
の
準
備
・
検
討
が
始
ま
る
頃
、

学
年
主
任
か
ら
、「
こ
の
学
年
が
３
年
生
に
な
っ
た

時
は
、
大
阪
万
博
開
催
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
修

学
旅
行
先
は
、
関
東
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
」と
申
し
出
が
あ
っ
た
。内
心
、私
自
身
も
、業
者

選
定
の
準
備
を
相
談
に
来
た
ら
、
学
年
主
任
に
提

案
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
渡
り
に

船
」
だ
な
と
思
い
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
修
学
旅
行
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
値
が
全

く
な
い
な
か
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
学
年
主
任
に
確
認
し
つ
つ
、
大
阪
万
博
を

主
と
し
た
修
学
旅
行
の
計
画
を
承
認
し
た
。

●	

修
学
旅
行
の
ね
ら
い

・	

大
阪
万
博
を
見
学
す
る
こ
と
で
、「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
」
を
意
識
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
多
文
化

共
生
に
つ
い
て
見
解
を
広
げ
る
。

・	

規
則
正
し
い
集
団
生
活
を
通
し
て
、
望
ま
し
い

生
活
習
慣
、
保
健
・
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

も
に
、
集
団
生
活
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

・	

準
備
や
当
日
の
旅
行
を
通
し
て
、
自
主
的
で
計

画
的
な
学
習
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
仲
間

と
協
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
。

●	

生
徒
が
立
て
た
目
標

ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
た
こ
や
き
」

○た	

…
楽
し
く
学
ぶ

○こ	

…
心
に
残
る
思
い
出

○や	

…
や
ぶ
ら
な
い
（
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
）

○き
…
絆
を
深
め
る

修
学
旅
行
は
、
自
分
た
ち
が
成
長
で
き
る
機
会

で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
る
思
い
出
と
な
る
。
修
学

旅
行
中
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
安
全
対
策
に
気
を

つ
け
な
が
ら
も
「
た
こ
や
き
」
を
意
識
し
て
、
準

備
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
つ
つ
、
全
力
で
楽
し

も
う
。（
実
行
委
員
長
の
言
葉
）

事
前
学
習

●	

１
年
時

修
学
旅
行
先
は
、
東
京
と
大
阪
の
ど
ち
ら
が
よ

い
か
を
、
生
徒
の
希
望
を
取
り
検
討
し
た
。
修
学

旅
行
の
行
き
先
は
東
京
が
当
た
り
前
、
自
分
た
ち

で
決
め
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
生
徒
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｔ
Ｄ
Ｌ
に
行
っ
た
経

験
が
無
い
生
徒
は
、
修
学
旅
行
で
行
け
る
こ
と
を

特
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
分
た
ち

で
行
き
先
を
決
め
る
こ
と
が
わ
か
り
、
検
討
し
て

い
く
な
か
で
、
多
く
の
生
徒
が
万
博
に
魅
力
を
感

じ
始
め
た
。
生
涯
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
、
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
こ
と

へ
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

大
阪
方
面
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
後
は
、
大
阪

に
は
他
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、
何
が
学

べ
る
の
か
に
つ
い
て
の
調
べ
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。

●	

２
年
時

万
博
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
万
博
協
会
が
作
成

し
た
資
料
を
も
と
に
、
万
博
の
歴
史
や
意
義
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
等
を
考
え
る
授
業
を
複
数
回
行
っ
た
。
大

阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
考
え
た
。
事

●重点を置いた活動

主体性と協働性を生かした活動（修学旅行実行委員を中心とした組織・班活動）

かかわり合い活動（当事者意識・相手意識・自己決定）

教育旅行研究

大阪・関西万博 大屋根リングの上で
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前
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
振
り
返
り
に

は
、「
世
界
の
現
状
や
様
子
を
知
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
世
界
の
人
々
の
こ
と
、
環
境
に
つ
い
て
取

り
組
む
き
っ
か
け
に
な
り
、
ま
た
、
行
動
に
移
す

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
」
や
「
命
が
輝

け
て
、
誰
も
が
お
い
て
い
か
れ
な
い
社
会
を
作
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
て
い
く
た
め
に
は
一
人

一
人
が
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
」な
ど
と
い
っ
た
言
葉
が
並
ん
だ
。

●	

万
博
会
場
下
見

万
博
会
場
の
下
見
は
、
オ
ー
プ
ン
後
に
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
愛
知
万
博
の
時
に
は
、
オ
ー
プ
ン

す
る
前
に
何
度
か
下
見
が
で
き
て
い
た
の
で
、
そ

の
つ
も
り
で
い
た
た
め
に
少
々
焦
っ
た
。
旅
行
会

社
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、
詳
細
の
様
子
が
直
前
ま

で
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
不
安
に
感
じ
て
い
た
。

オ
ー
プ
ン
後
す
ぐ
に
学
年
主
任
と
校
長
と
で
下

見
に
出
か
け
た
。
授
業
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

担
当
教
員
で
行
く
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情

報
が
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
、
心
配
な
面
を
一
つ
一

つ
確
認
を
し
、
生
徒
の
事
前
指
導
に
役
立
て
た
。

修
学
旅
行
当
日
の
様
子

●	

１
日
目
：
大
阪
城
～
学
級
分
散（
道
頓
堀
リ
バ
ー

ク
ル
ー
ズ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
乗
船
）～
海
遊
館

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。
昼
食
を
兼
ね
て
の
大

阪
城
公
園
散
策
は
中
止
に
し
た
。
大
阪
城
を
見
な

が
ら
バ
ス
の
中
で
の
昼
食
と
な
っ
た
。
学
級
分
散

の
時
間
を
十
分
に
と
れ
る
よ
う
に
、
予
定
よ
り
早

め
に
大
阪
城
を
出
て
、
学
級
分
散
の
コ
ー
ス
へ
と

移
動
し
た
。

バ
ス
１
台
な
の
で
、途
中
道
頓
堀
で
、１
学
級
下

車
。
街
中
の
混
雑
す
る
交
通
事
情
の
中
で
の
下
車

で
は
あ
っ
た
が
、と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た（
乗

車
に
つ
い
て
も
同
様
に
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
）。

２
学
級
と
も
、
雨
の
中
で
の
船
旅
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、道
頓
堀
・
大
阪
湾
の
風
景
を
堪
能
し
た
。

海
遊
館
で
の
班
活
動
は
、
協
力
し
な
が
ら
ル
ー

ル
や
時
間
を
意
識
し
て
観
覧
で
き
た
。
水
槽
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
魚
の
種
類
の
多
さ
に
感
動
し

て
い
た
。

●	

２
日
目
：
大
阪
・
関
西
万
博

宿
泊
地
が
万
博
会
場
か
ら
近
か
っ
た
た
め
、
団

体
専
用
受
付
の
先
頭
に
並
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
班

に
１
台
の
携
帯
電
話
（
万
博
ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー

ル
済
）
を
配
付
。
会
場
前
に
登
録
・
利
用
の
仕
方

を
旅
行
社
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

開
場
と
同
時
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク

を
一
人
一
人
受
け
た
。
あ
ら
か
じ
め
パ
ス
を
首
か

ら
ぶ
ら
下
げ
る
形
に
し
て
お
い
た
の
で
、
と
て
も

ス
ム
ー
ズ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が
で
き
た
。

ま
ず
、
全
員
で
大
屋
根
リ
ン
グ
に
向
か
っ
た
。

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
写
真
ス
ポ
ッ
ト
で
撮

影
。開
場
し
た
ば
か
り
な
の
で
、他
の
来
場
者
に
迷

惑
を
か
け
ず
に
撮
影
が
で
き
た
。
事
前
予
約
し
た

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ビ
リ
オ
ン
の
入
場
時
間
ま
で
に

時
間
が
あ
っ
た
の
で
、移
動
の
つ
い
で
に
、す
ぐ
に

入
れ
そ
う
な
ク
ウ
ェ
ー
ト
館
へ
入
っ
た
。砂
漠
の

砂
に
触
れ
た
り
、ダ
ン
ス
や
滑
り
台
な
ど
で
身
体

を
使
っ
た
り
し
て
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
文
化
や
現
在

の
暮
ら
し
が
分
か
る
パ
ビ
リ
オ
ン
で
あ
っ
た
。
次

の
予
約
の
時
間
が
あ
っ
た
た
め
、
後
ろ
髪
を
引
か

れ
る
思
い
で
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を
後
に
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
「
ノ
モ
の
国
」
で
は
、
光
・
音
・

風
な
ど
空
間
で
五
感
を
刺
激
す
る
演
出
で
、
不
思

議
な
体
験
を
し
た
。
時
間
を
忘
れ
、
体
験
に
浸
る

こ
と
が
で
き
た
。

「
ノ
モ
の
国
」
を
出
た
後
か
ら
は
、万
博
班
で
の

班
行
動
と
な
っ
た
。
事
前
に
班
ご
と
に
計
画
し
た

行
程
に
し
た
が
い
、
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
移
動
開
始
し

た
。
予
約
の
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電

話
を
渡
さ
れ
て
か
ら
の
わ
ず
か
な
時
間
を
見
つ
け

て
は
、
当
日
予
約
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
。
成

功
し
た
班
も
あ
れ
ば
、
予
約
で
き
ず
に
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
班
も
あ
っ
た
。
食
事
に
つ
い
て

も
、
班
ご
と
に
計
画
通
り
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
班
、
見
学
時
間
に
左
右
さ
れ
変
更
し
た
班
と

様
々
だ
っ
た
。
内
訳
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
１
班
、

コ
ン
ビ
ニ
３
班
、
各
国
の
料
理
４
班
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。

観
覧
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
も
様
々
で
、
な
か
で
も

な
か
な
か
予
約
が
難
し
い
「
ガ
ン
ダ
ム
館
」
に
入

れ
た
班
も
あ
っ
た
。

買
い
物
に
つ
い
て
も
、長
蛇
の
列
で
あ
っ
た
が
、

会
計
が
電
子
決
済
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、お
店
の

中
に
入
っ
て
か
ら
は
、意
外
と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。

●	

３
日
目
：
Ｕ
Ｓ
Ｊ

２
泊
し
た
ホ
テ
ル
を
出
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
出
発
。

忘
れ
物
が
無
い
か
確
認
し
た
職
員
か
ら
、
部
屋
に

用
意
さ
れ
た
メ
モ
用
紙
に
、
生
徒
が
ホ
テ
ル
の
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
書
き
残
し
て
い
た
と
い

う
、
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
が
届
い
た
。
生
徒
た
ち

道頓堀にて万博入場前の記念写真
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の
心
の
成
長
を
感
じ
た
場
面
で
あ
っ
た
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
も
同
様
に
、
班
に
渡
さ
れ
た
携
帯
電

話
が
活
躍
し
た
。
事
前
の
計
画
に
し
た
が
っ
て
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
買
い
物
、
食
事
等
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
。

事
後
学
習

事
後
学
習
で
は
、
主
に
振
り
返
り
と
修
学
旅
行

の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
行
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
た

こ
や
き
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
沿
っ
て
、
達
成

度
を
自
分
の
言
葉
で
振
り
返
っ
た
り
、
修
学
旅
行

全
体
を
通
し
て
、
仲
間
の
頑
張
り
な
ど
を
見
つ

け
、
記
入
し
た
り
し
た
。
修
学
旅
行
後
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
や
授
業
で
は
、
学
年
ス
タ
ッ
フ
か
ら
生
徒

た
ち
へ
の
頑
張
り
を
伝
え
た
り
、
思
い
出
を
共
に

振
り
返
っ
た
り
し
た
。
学
年
通
信
等
で
生
徒
た
ち

の
様
子
や
振
り
返
り
な
ど
を
保
護
者
の
方
に
も
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
共
有
し
た
。

生
徒
の
振
り
返
り

・	

２
０
５
０
年
の
海
は
、
魚
よ
り
も
ゴ
ミ
の
方
が

多
く
な
る
予
想
で
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
、
ど
う
し
た
ら
防
げ
る
か
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
。

・	

ニ
ュ
ー
ス
や
ネ
ッ
ト
で
見
た
情
報
と
全
然
違
っ

て
い
た
。
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
他
の
国
の

文
化
に
触
れ
た
り
、
海
外
旅
行
に
行
く
気
分
に

な
れ
た
り
し
て
、
ず
っ
と
過
ご
し
て
き
た
仲
間

と
一
緒
に
行
け
て
よ
か
っ
た
。

・	

２
年
生
の
３
学
期
ご
ろ
か
ら
、
少
し
ず
つ
準
備

を
し
は
じ
め
て
、ど
ん
な
修
学
旅
行
に
し
て
い
き

た
い
か
な
ど
を
考
え
て
、そ
れ
を
土
台
と
し
て
少

し
ず
つ
準
備
を
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
相

手
の
こ
と
を
考
え
る
力
や
物
事
を
考
え
る
力
が

高
ま
っ
て
い
っ
た
。修
学
旅
行
中
は
、計
画
な
ど

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に

行
動
し
て
い
く
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
意
識
し
て
一
つ

一
つ
の
物
事
に
取
り
組
ん
だ
り
、
行
動
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
た
。
こ
の
修
学
旅

行
で
は
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
前
の
自

分
よ
り
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・	

修
学
旅
行
当
日
ま
で
、
学
習
部
局
と
し
て
活
動

し
て
き
た
。
行
く
場
所
が
ど
ん
な
場
所
か
、
そ

こ
で
は
何
が
で
き
る
の
か
な
ど
、
皆
が
行
く
前

に
し
っ
か
り
予
習
で
き
る
よ
う
に
調
べ
た
。

・	

当
日
何
を
す
る
の
か
と
困
ら
な
い
よ
う
に
、
前

の
日
に
予
定
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
イ
メ
ー
ジ

を
し
た
。
迎
え
た
当
日
は
、
思
い
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
場
面
に
応
じ

て
、
次
に
何
を
す
る
べ
き
か
対
応
で
き
た
の
が

よ
か
っ
た
。

お
わ
り
に

万
博
へ
行
け
た
こ
と
は
、
一
生
に
一
度
の
貴
重

な
経
験
で
あ
っ
た
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
人
の
多
さ
の
な
か
、
臨
機
応
変
に
、
柔
軟
に
プ

ラ
ン
を
変
更
し
て
対
応
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
。

ま
た
、
暑
さ
や
思
い
通
り
に
い
か
な
い
な
か
、
仲

間
を
思
い
や
り
、
も
め
る
こ
と
も
な
く
、
は
ぐ
れ

ず
、
全
員
が
予
定
時
刻
に
間
に
合
っ
て
集
合
で
き

た
こ
と
が
、
大
き
な
成
長
で
あ
っ
た
。

今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、
実
行
委
員
の
生
徒
た

ち
が
中
心
と
な
り
、
行
事
全
体
を
け
ん
引
し
て
く

れ
た
。
事
前
準
備
の
段
階
で
は
、
班
の
編
成
や
持

ち
物
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
提
案
を
実
行
委
員

が
主
体
と
な
っ
て
行
い
、
何
度
も
話
し
合
い
を
重

ね
る
な
か
で
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
生
徒
た

ち
が
「
ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
か
」「
安
全
に
楽
し
め
る
か
」
と
い
う
視
点
を

も
っ
て
取
り
組
ん
だ
。「
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
動

け
る
よ
う
に
」「
思
い
出
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
」

と
い
っ
た
意
識
が
、
実
行
委
員
か
ら
自
然
に
学
年

全
体
に
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。
声
を
か

け
る
勇
気
や
責
任
感
、
協
力
の
大
切
さ
を
体
感
し

な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
各
部
局
の
先
生
や
生
徒
で
常
に
連
携
を

取
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
ど
の
部
局
も
部
局
長

を
中
心
に
、
入
念
に
計
画
を
立
て
、
互
い
に
声

を
か
け
合
い
な
が
ら
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
合
っ

た
り
、
助
言
を
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
当
日
ま
で

の
準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
先
生
方

の
ご
指
導
や
ご
協
力
、
ま
た
保
護
者
の
ご
理
解
、

ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
修
学
旅
行
だ
っ
た
と

思
う
。
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